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鷲難継礫

「譲
を
興
す
」
は
我
ら
が
道

平
成
九
年
九
月
十
九
日
、
興
譲
館
創
立
百
十

一
周
年
の
記

念
日
を
迎
え
、
今
年
も
例
年
通
り
、
同
窓
会
総
会
、
大
懇
親

会
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

本
年
の
当
番
学
年
幹
事
は
、
昭
和
四
十

一
年
、
四
十
六
年
、

五
十
二
年
、
五
十
七
年
卒
業
組
の
絶
大
な
協
力
の
も
と
に
昭

和
三
十
七
年
卒
が
代
表
学
年
と
な
る
実
行
委
員
会
の
も
と
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
ま
た
、
藩
学
創
設
三
百
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

が
発
足
し
、
明
年
の
記
念
式
典
、
及
び
講
堂
建
設
の
大
事
業

へ
向
け
て
の
意
義
深
い
年
で
も
あ
り
ま
す
。
本
年
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
あ
る

″「譲
を
興
す
」
は
我
ら
が
道
″。
「
一
家
仁

一

国
興
仁
、　
一
家
譲

一
国
興
譲
」
。

今
こ
そ
興
譲
館
同
窓
生
そ
の
総
力
を
結
束
し
、
譲
を
興
す

は
我
ら
が
道
の
精
神
の
も
と
、
こ
の
記
念
す
べ
き
大
事
業
達

成
を
共
に
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
意
味
に
お
き
ま
し

て
も
同
窓
会
総
会
、
及
び
懇
親
会
に
多
数
の
御
参
加
に
よ
り
、

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

平
成
九
年
度
同
窓
会
総
会

・
懇
親
会

実
響

員

平

山

茂

夫

（昭
和
三
十
七
年
卒
）
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二
年
目
を
む
一か
一・ヽみ
て

同

窓

会

長

　

川

ヱ
Ｊ
田
玉

希

「川
野
丸
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
二
年
目
。
会
長
自
ら

各
支
部
総
会
へ
の
出
席
、
そ
し
て
藩
学
創
設
三
百
年
を

ひ
か
え
て
の
準
備
に
と
東
奔
西
走
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

世
紀
の
大
事
業
を
目
前
に
し
た
今
、
会
長
の
呼
び
か
け

に
同
窓
生
の
大
団
結
を
み
た
い
も
の
で
す
。

会
長
を
お
引
き
受
け
し
て
二
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
当
初
は
、
在

学
五
年
を
経
験
し
た
旧
制
中
学
の

卒
業
生
や
、
旧
制
か
ら
新
制
高
校

に
変
わ
り
六
年
を
過
ご
し
た
我
々

の
学
年
と
、
在
学
三
年
だ
け
の
高

卒
生
と
の
間
に
、
相
当
の
意
識
の

差
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
い

ろ
い
ろ
な
場
面
で
、
同
じ
同
窓
生

と
し
て
母
校
興
譲
館
を
思
う
熱
い

気
持
ち
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
実

感
し
、
力
強
く
思
っ
て
い
る
昨
今

で
あ
り
ま
す
。

九
月
の
同
窓
会
大
懇
親
会
は
、

新
執
行
体
制

当
番
学
年
各
位
を
中
心
と
し
て
毎

年
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
昨
年
度

は
千
百
名
出
席
と
い
う
大
盛
況
で

し
た
。

一
方
、
支
部
活
動
も
活
発
に
行

わ
れ
、
学
校
長
と
共
に
、
計
九
支

部
の
総
会
に
参
加
し
ま
し
た
が
、

各
支
部
と
も
参
加
者
が
多
く
、
若

い
会
員
や
女
子
会
員
も
か
な
り
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
喜

ば
し
い
限
り
で
す
。米
沢
支
部
も
、

先
輩
各
位
の
ご
努
力
に
よ
り
、
新

体
制
で
再
出
発
し
、
こ
の
四
月
に

は
母
校
旧
校
舎
の
校
庭
で
、
に
ぎ

や
か
に
観
桜
会
が
持
た
れ
ま
し
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た
。又
、
長
谷
部
校
長
の
ご
意
向
に

応
え
、
遠
藤
拓
先
輩
を
中
心
と
し

た
昭
和
十
八
年
卒
の
設
計
に
よ
る

「思
索
の
森
」
が
、
母
校
現
校
舎

の
南
側
に
造
成
さ
れ
ま
し
た
。
前

回
当
番
学
年
の
浄
財
に
よ
っ
て
着

工
さ
れ
、
そ
の
後
も
米
沢
支
部
長
、

副
支
部
長
ほ
か
各
方
面
か
ら
の
ご

協
力
に
よ
っ
て
、
次
々
に
植
樹
が

進
行
し
て
お
り
ま
す
。
や
が
て
は

成
長
し
た
樹
々
の
間
で
、
勉
学
の

疲
れ
を
癒
す
生
徒
達
の
姿
が
見
ら

れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

来
年
の
三
百
年
記
念
事
業
も
、

短
い
期
間
で
不
充
分
な
準
備
で
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
具
現
化
に
向

け
て
着
々
と
進
捗
し
て
お
り
ま

す
。
メ
イ
ン
事
業
の
記
念
堂
建
設

も
、
会
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
支

援
の
下
に
、
現
今
の
厳
し
い
経
済

状
況
の
中
で
、
前
向
き
に
歩
み
出

そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
共
役
員

も
誠
心
誠
意
努
力
し
て
参
る
所
存

で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
幾

重
に
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

鷺11督■1み:;

米
沢
興
譲
館
同
窓
会

平
成
九
年
度
総
会

。
大
懇
親
会
ご
案
内

一
、
日
時
　
平
成
九
年
九
月
十
九
日

（金
曜
日
）

二

、

会

場

　

グ

ラ

ン

ド

ホ

ク

ヨ

ウ

（市
内
金
池
二
丁
目
）

三
、
日
程
　
①

総

〈
ム
　
午
後
四
時
か
ら

②

懇
親
会
　
開
場

午
後
五
時
三
十
分
か
ら

開
宴

午
後
六
時

※
対
高
校
職
員
と
の
親
善
野
球
試
合

午
後

一
時
か
ら

平
成
九
年
度
米
沢
興
譲
館
同
窓
会
長

川

　

野
　
　
　
　
希

平
成
九
年
度
同
窓
会

総
会
豪
一親
会
実
行
委
員
長

平

山

茂

夫

（昭
３７
卒
）

―
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興
譲
館

へ
．の

興
譲
館
高
校
に
お
世
話
に
な

り
、
早
く
も
二
年
目
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。
こ
の
間
、
同
窓
会
の
皆

様
に
は
陰
に
陽
に
わ
た
り
心
温
ま

る
ご
支
援
を
賜
わ
り
厚
く
御
礼
を

申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度

は
、
千
百
名
を
超
え
る
同
窓
の
皆

様
が
相
集
っ
て
の
大
懇
親
会
を
は

じ
め
、
各
支
部
の
熱
気
溢
れ
る
総

会
な
ど
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
同
窓
会
の
結
束
の
固
さ
に
改

め
て
感
銘
を
深
く
し
た
と
こ
ろ
で

す
。学

校
は
、
昭
和
六
二
年
に
米
沢

市
街
の
西
大
通
り

（旧
関
東
町
）

か
ら
現
在
の
笹
野
に
移
転
し
、
本

年
度
で
十

一
年
目
に
な
り
ま
す
。

旧
校
合
の
職
員
玄
関
前
に
あ
っ
た

松
の
木
や
年
輪
を
刻
ん
だ
あ
ん
ず

の
木
な
ど
が
新
校
舎
の
地
に
青
々

と
繁
り
、
後
輩
、
在
校
生
に
心
の

安
ら
ぎ
を
与
え
、
明
日
へ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
て
お
り
ま

校

長

す
。
こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
教
育

環
境
の
中
で
、
在
校
生
達
が
体
を

鍛
え
な
が
ら
目
指
す
進
路
に
向
け

て
全
力
投
球
で
き
る
の
も
、
校
舎

の
新
築
移
転
に
尽
力
い
た
だ
い
た

多
く
の
皆
様
の
お
陰
で
あ
り
、
さ

ら
に
は
、
旧
制
中
学
校
や
新
制
の

高
校
時
代
に
築
き
上
げ
ら
れ
た
良

き
伝
統
の
た
め
で
あ
る
こ
と
を
深

く
感
じ
ま
す
。
今
後
も
興
譲
館
の

伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
生
徒

一

人

一
人
の
進
路
希
望
の
達
成
に
向

け
て
努
め
、
同
窓
の
皆
様
の
後
に

続
く
、
二
十

一
世
紀
の
激
動
す
る

社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す

る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

本
年
三
月
の
卒
業
生
の
進
路
状

況
に
つ
い
て
は
、
国
公
立
大
学
合

格

一
五
七
名
を
は
じ
め
と
し
て
総

勢
二
百
余
名
の
諸
君
が
四
年
制
大

学
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
不
本
意

な
が
ら
浪
人
と
な
っ
た
三
八
名
の

に
感
謝

長

谷

部
　
國
　
於

諸
君
は
捲
土
重
来
を
来
し
て
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。
在
校
生
諸
君

は
学
習
と
部
活
動
の
両
立
を
努
力

目
標
と
し
て
日
々
学
校
生
活
を
営

ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
部
活
動
に

つ
い
て
は
、
こ
の
六
月
に
行
わ
れ

た
県
高
校
総
体
に
お
い
て
、
サ
ッ

カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス
な

ど
八
つ
の
部
が
団
体
戦
で
ベ
ス
ト

八
に
進
出
し
、
中
で
も
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
は
男
女
共
々
団
体
優
勝
の
快

挙
で
あ
り
、
全
国
高
校
総
体
へ
と

駒
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、本
年
は
、応
援
歌
「凱
歌
」

の

一
部

「栄
あ
る
歴
史
三
百
年
」

の
年
に
当
り
ま
す
。
こ
れ
を
卜
し

て
同
窓
会
、
教
育
振
興
会
並
び
に

体
育
文
化
後
援
会
の
皆
様
か
ら
成

る
実
行
委
員
会
が
推
進
母
体
と
な

り
、
「藩
学
創
設
三
〇
〇
年
記
念

事
業
」
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
事
業
の
中
で
、
特
に

講
堂
建
設
に
つ
い
て
は
、
第
四
代

藩
主
上
杉
綱
憲
公
が
元
禄
十
年

（
一
六
九
七
年
）
に
興
譲
館
の
源

流
と
な
る
学
問
所
講
堂
を
創
設
し

て
い
ら
い
、
興
譲
館
に
と
っ
て
講

堂
は
、
た
と
え
歴
史
的
な
変
遷
が

あ
っ
た
に
せ
よ
、
時
代
を
超
え
て

の
精
神
的
な
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て

き
た
と
お
聞
き
い
た
し
ま
す
。
そ

の
講
堂
を
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
形

で
の
再
興
計
画
で
あ
る
と
理
解
し

て
お
り
、
再
建
の
暁
に
は
、
興
譲

館
に
学
ん
だ
方
々
、
更
に
は
今
後

学
ぶ
で
あ
ろ
う
幾
多
の
若
者
に

と
っ
て
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の

で
あ
り
、
測
り
知
れ
な
い
恩
恵
を

与
え
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
先
輩

各
位
の
慧
眼
に
対
し
心
か
ら
敬
意

を
表
す
次
第
で
あ
り
、
ま
た
、
学

校
と
し
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
同
窓
会
大
懇
親

会
の
折
り
に
、
新
校
舎
の
環
境
整

備
の

一
環
と
し
て

「思
索
の
森
」

の
植
栽
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
て
お
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
「五

一
会
」
並
び
に
吉

田
懇
親
会
実
行
委
員
長
を
は
じ
め

と
す
る
当
番
学
年
の
皆
様
の
絶
大

な
る
ご
支
援
の
下
に
、
ど
心
索
の

森
」
の
植
栽
設
計
と
基
盤
整
備
を

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
名
に
相
応

し
い
立
派
な
姿
に
完
成
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
早
速
に

「三

一

〈ご
、
「
五

一
〈ご
、
「乾
蘭
会
」
の

各
卒
業
学
年
の
皆
様
を
は
じ
め
、

同
窓
会
長
、
同
窓
会
米
沢
支
部
長
、

同
副
支
部
長
の
方
々
か
ら
ケ
ヤ
キ

や
ネ
ム
ノ
キ
な
ど
を
記
念
樹
と
し

て
植
栽
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
感

謝
に
耐
え
な
い
状
況
で
あ
り
ま

す
。
「思
索
の
森
」
の
整
備
は
、

学
習
や
部
活
動
に
励
む
生
徒
達

が
、
か
つ
て
興
譲
館
に
学
ん
だ
先

輩
各
位
の
愛
校
心
に
感
謝
し
つ

つ
、
人
生
を
思
索
す
る
な
ど
豊
か

な
感
性
を
培
う
エ
リ
ア
を
構
築
し

た
い
、
そ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
始

め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と

も
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
ど
′じ、索

の
森
」
整
備
の
趣
旨
に
つ
い
て
御

理
解
を
賜
わ
り
、
更
な
る
御
協
力

を
御
願
い
す
る
次
第
で
す
。

私
ど
も
教
職
員

一
同
、
同
窓
会

の
母
校
に
寄
せ
て
く
だ
さ
る
熱
い

思
い
に
応
え
る
た
め
、
在
校
生
の

健
全
育
成
と
進
路
目
標
達
成
に
向

け
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
な
お

一
層
の
御
指
導
御
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

い

思
い
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東
京
支
部
の
平
成
九
年
定
期
総

会
は
約
百
五
十
名
の
参
加
を
も
っ

て
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
お

い
て
七
月
七
日
に
お
こ
な
わ
れ

た
。暑

さ
厳
し
い
中
、
恩
師
の
滝
沢

美
恵
子
先
生
を
は
じ
め
、
母
校
よ

り
長
谷
部
校
長
と
小
野
寺
事
務
部

長
、
同
窓
会
よ
り
川
野
会
長
と
黒

田
副
会
長
、
藩
学
創
設
三
百
年
記

念
事
業
事
務
局
か
ら
相
田
英

一
次

長
の
御
臨
席
を
い
た
だ
い
た
。

総
会
は
次
第
に
則
り
、
板
垣
副

幹
事
長
（昭
４０
）
の
進
行
。小
森
（昭

２０
後
）
副
支
部
長
に
よ
る
開
会
宣

書百
。松
田
支
部
長
（昭
１９
）
の
挨
拶
。

遠
路
御
出
席
い
た
だ
い
た
校
長

と
同
窓
会
長
か
し
は
来
賓
祝
辞
を

い
た
だ
く
。

引
き
続
き
、
平
成
八
年
度
の
会

務
報
告
や
会
計
報
告
を
後
藤
幹
事

長

（昭
２７
）
と
吉
田
副
幹
事
長

（昭

３７
）
よ
り
説
明
が
あ
り
、
そ
し
て

今
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
の
審

議
。
役
員
改
選
で
総
会
は
終
了
。

閉
式
の
挨
拶
は
磯
貝
副
支
部
長

（昭
２６
）
ｏ

続
い
て
記
念
講
演
会
。
講
師
は

理
学
博
士
の
我
妻
光
吉

（昭
３３
）

氏
、
田
辺
製

薬
仰
立
石
工

場

長
。

「薬

を
考
え
る
」

と
い
う
、
私

達
の
健
康
に

欠
く
こ
と
の

出
来
な
い
演

題
で
深
い
感

銘
を
受
け
ま

し
た
。

続
い
て
懇

親
会
に
移
り

小
幡
常
夫
相

談
役
（昭
７
）

の
乾
杯
の
発

声
で
祝
宴
に

入
り
、
青
柳

陽
子
ジ
ャ
ズ
歌
手

（昭
５６
）
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
、
有
志

と
滝
沢
先
生
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ

る
校
歌
、
応
援
歌
、
コ
ー
ラ
ス
な

ど
が
会
場

一
杯
に
響
い
た
。

最
後
に
最
年
少
の
岸
武
志
Ｏ
Ｂ

（平
２
）
の
万
歳
三
唱
。
栄
え
あ

る
歴
史
三
百
年
記
念
を
控
え
て
の

総
会
を
盛
会
裡
に
終
了
致
し
ま
し

た
。
　

　

（文
責
　
小
森
力
雄
）

卒
業
後
間
も
な
く
発
足
し
た
定

例
年
次
総
会
も
、
今
年
は
第
四
五

回
を
数
え
、
「興
譲
館
卒
業
五
十

周
年
記
念
総
会
」
の
年
を
迎
え
た
。

七
月
七
日
、
米
沢
駅
前
に
七
名
の

恩
師
と
物
故
会
員
の
御
遺
族
を
含

め
七
十
名
を
超
す
会
員
が
全
国
か

ら
集
結
。
記
念
総
会
に
先
立
ち
、

住
職
が
会
員
で
あ
る
普
門
院
で
、

鬼
籍
に
入
ら
れ
た
恩
師
と
物
故
会

員
の
追
悼
供
養
が
五
名
の
僧
侶
に

よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

会
場
を
赤
湯
温
泉
、
「御
殿
守
」

に
移
し
、
過
ぎ
来
し
半
世
紀
の
想

い
を
込
め
た

「記
念
総
会
」
と
懇

談
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
翌

日
は
、
旧
母
校
跡
地
を
含
め
て
の

母
校
訪
間
を
中
心
に
、
ゆ
か
り
の

地
を
巡
り
、
午
後
、
再
会
を
約
し

散
会
し
た
。
来
年
の
総
会
は
、
会

員
在
住
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
総
会
と

決
定
。
こ
れ
は
、　
一
昨
年
に
実
施

し
た
同
じ
く
会
員
在
住
の
ソ
ウ
ル

総
会
に
続
く
三
度
目
の
海
外
総
会

と
な
る
。

記
念
事
業
は
、
三
年
前
に
実
行

委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
が
、
母
校

「思
索
の
森
」
へ
の
記
念
植
樹
、

そ
し
て
、
本
年
度
末
に
上
梓
さ
れ

る

「記
念
誌
」
の
発
行
を
以
っ
て

完
結
を
迎
え
る
。
　
（高
橋
忠
蔵
）

ミヽは『^飛」

祓
ε
笏
攘
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蔓
一

l冒 1
ｒ
‥Ｆ
Ｄ
』

■

鐸鑢 た。=、

思
索
の
森
に
植
樹
第
一号

還
暦
．を
記
念
し
て

・●
一「
〓
二
一．△
〓
」

こ
と
し
六
月
、
校
舎
敷
地
南
西

部
の
一
角
に
念
願
の
思
索
の
森
が

造
成
さ
れ
ま
し
た
。
三

一
会

（昭

和
三

一
年
卒
）
で
は
、
こ
れ
を
記

念
し
て
高
さ
八
メ
ー
ト
ル
の
ケ
ヤ

キ
を
第

一
号
と
し
て
植
樹
し
ま
し

た
。
三

一
会
の
面
々
の
多
く
が
、

こ
と
し
還
暦
を
迎
え
た
こ
と
か

ら
、
六
月
十
四
、
十
六
日
に
自
布

で
記
念
大
会
を
開
い
た
が
、
こ
の

催
し
の
一
環
と
し
て
贈
っ
た
も
の
。

再
出
発
し
た

●
米
沢
支
部

去
る
四
月
、
旧
校
舎
跡
地
に
建

つ
モ
ダ
ン
な

「
ア
ク
テ
ィ
米
沢
」

の
一
室
で
、
久
し
く
途
絶
え
て
い

た
支
部
総
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

先
輩
方
の
お
か
げ
で
再
開
の
は

こ
び
と
な
っ
た
総
会
に
は
百
名
近

く
の
同
窓
生
が
参
加
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
は
桜
満
開
の
か
つ

て
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ヘ
、
西
側
の
人
木

に
な
っ
た
桜
の
木
は
今
も
健
在
で

し
た
が
、
陽
あ
た
り
の
よ
い
音
の

東
門
の
近
く
に
陣
取
っ
て
の
懇
親

〈ム
。同

窓
生
そ
し
て
母
校
の
教
師
で

も
あ
ら
れ
た
高
橋
祝
先
輩

（昭
八

卒
）
の
乾
杯
の
ご
発
声
。

準
備
さ
れ
た
ア
ル
コ
ー
ル
に
不

足
を
き
た
す
よ
う
な
大
盛
況
。

来
年
も
こ
の
時
期
に
、
を
合
言

葉
に
散
会
し
た
の
で
あ
っ
た
。

○

藩
学
創
設
三
百
年
に
関
し
て

①
　
事
業
を
成
功
裡
に
な
し
遂

げ
る
た
め
相
田
英

一
氏

（昭

３．
卒
）
に
事
務
局
次
長
と
し

て
詰
め
て
も
ら
い
ま
す
。
（専

用
電
話
〇
二
三
八
―
三
八
‐

三
〇
二

一
）
何
か
あ
り
ま
し

た
ら
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
　
記
念
誌
の
発
行
も
企
画
し

て
お
り
ま
す
。
興
譲
館
に
関

す
る
資
料

（写
真

・
古
文
書

な
ど
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

貸
し
下
さ
い
。

〇

同
窓
会
費
納
入
に
つ
い
て

同
窓
会
費
を
学
年
毎
ま
と
め
て

納
入
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
あ

な
た
の
学
年
は
も
う
納
入
済
み
で

し
ょ
う
か
。

植樹を終えて「三―会」

昨年の懇親会にて

蝙隕賤
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校

創
立

一
一
一
周
年
記
念
式

記

念

講

演

こ

案

内

一
、
日
時
　
平
成
九
年
九
月
十
九
日
（金
曜
日
）

二
、
会
場
　
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
　
体
育
館

三
、
日
程
　
①
記
念
式
典
　
午
前
九
時
か
ら

②
記
念
講
演
　
午
前
十
時
か
ら

講
師
　
大

塚

勝

夫

氏

（昭
３８
年
卒
）

早
稲
田
大
学
教
授
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学
校
の
近
況
■
最
近
の
進
学
状
況
―

―
―
―
●
●
●
●
進
路
指
導
一翠
一一一一一一一一開
●
一沼
●
浩
　
二

今
回
は
進
路
指
導
担
当
の
開
沼
先
生
に
お
願
い
し
て

「母
校
の
進

学
状
況
」
に
つ
い
て
の
記
事
を
同
窓
会
報
に
お
よ
せ
い
た
だ
い
た
。

平
成
二
年
に
始
ま
っ
た

「大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
」
も
九
回
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
志
願
者

も
年
々
増
え
て
、
今
春
は
六
十
万

人
と
い
う
過
去
最
高
の
人
数
を
記

路一年

録
し
た
。

本
校
の
進
路
指
導
は

「国
公
立

四
年
制
大
学
に
、
現
役
で
合
格
」

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
、

学
校
長
は
じ
め
一
九
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
い
る
。
こ
こ
八
年
来
の
国

公
立
大
現
役
合
格
者
実
数
の
平
均

は
、　
一
五
三
名
と
な
り
、
卒
業
学

年
の
六
割
五
分
以
上
の
合
格
率
と

な
る
。

勿
論
、
志
望
に
応
じ
て
早
大
、

慶
応
大
、
上
智
大
の
難
関
私
立
大

に
も
五
十
名
前
後
進
む
の
で
、
毎

年
捲
土
重
来
を
来
し
て
浪
人
を
す

る
者
は
、
三
十
１
五
十
名
ぐ
ら
い

に
な
る
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
は
、

東
大
、
東
大
の
超
難
関
大
に
継
続

し
て
進
み
、
東
北
大
を
中
心
と
す

る
難
関
大
を
核
と
し
た
進
学
実
績

を
上
げ
て
、
生
徒
の
希
望
を
実
現

さ
せ
る
こ
と
。
将
来
、
地
域
の
、

延
い
て
は
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
「興
譲
の
精
神
」
を
も

っ
て

事
に
あ
た
れ
る
生
徒
諸
君
を
育
成

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

会
員
各
位
の
、　
一
層
の
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

業  生  進
(大学合格者数 )

平成 9年 4月 4日 現在

大  学 現役 過年 計

東 洋 英 和 1 1

常 磐 1

石 巻 専 1参 ] 1

盛 岡 1 l

東北生 |=文 イヒ 1

車 修 2 2

教 ,

二 松 学 舎 1

成 阪 1 1

中 央 2 3 5

東 京 電 気

慶 応 義 熟 l 3

学  習  l・・ 1 1

桜  美 Jネ 2 2

新 潟 国 際 1 1

国 立 音 楽 1

近 畿 l 1

金 沢 医 科 1 1

新 潟 工 科 1 1

山 梨 学 院 1

立  命  館 7 3

同 志  社 ]

関 西 1

関 西 学 院

関 西 外 語

llL山 学 院 1

中
一昼 1 l

南 山 l

名古 屋 商科 1 1

名 古屋 学 院 1 1

名古 屋 経 済 1 1

愛 知 学 院 l

第 一 経 済 1 1

岡 山 理 千1 1

広 島 上 大 1 l

神 奈 |||

:ll他の私立大学 16 1

計 76 190

大   学 現役 過 年 「

国 公 立 計 161 24

1 国立大学

大  学 現役 過 年 計

北  海  道 1 1

北 海道 教 育 l

帯広畜産大 l l

室 南 工 業

弘 一前 3 3

秋 田 2

手 4 l 5

宮 城 教 育 3 3

東 Jヒ 1 2

山 チ 3 34

島 1 5

茨 城 1 7

一九 波 2 6

宇  都  宮 6

群 馬 1 2

埼 ] 2 2

千 8 l 9

東 宗 1 1 2

橋 2

東 京 学 芸 l 1 2

お茶 の 水 2

電 気 通 信 4

東 京 農 工 1 1

横 浜 国 立 2 6

東 京 外 語 2 3

静 岡 6 6

新 潟 3 17

金 沢 2

山

|| 梨 1

都 l ]

名古屋工業 1 l

井 1

早 1

愛 知 教 育 1 1

た 坂 外 語 ] 1

鹿  児  島

その他 国立 1

計 l

2 公立大学

難′1輩.〆鑢蒻鰻

4 短期大学

大  学 現 役 過年 訓

県i米沢女手短 1 1

ll県 保健医療 2 2

山II県 立看護l・ 1

都 立 短 期 1 1

埼玉県衛生 ll 2

神奈‖県衛上短 l

県立新潟女イ短 l 1

順早人医療核lu 1

東lt大 医貰技[ 1 1

会津大短大

計 13 13

国公立実人数帆 ω

“

7名

3 私立大学

大   学 現役 過年 |

北海道医療 1 1 2

東 北 工 業 1 l

わヽ き明 星 2

東 北 福 祉 1 2 3

東北芸 lT■ 科 2 2

東 北 薬 科 1 2

東 北 学 院 5 1

興 1可 2

岩 手 医 Tl 1

仙 台 向百 合

早  稲  田 3 6 9

帝 宗 2

ト 武 1

仙 台 2

関 東 学 園 2

東 京 理 ネ 3 4

日 本 8 4 12

明 3 3

玉 サ|| 1

創 1 1

東 ナ「

昭 和 女 了 l 1

星  薬  科 1 1 2

東 京 工 科 2

国  士  館 1 3

国 学  院 2

関 東 学 院

女 2

自 治 医 科 l

拓 殖 1 1

千  葉  経 l

日 本 女 子

鶴 見 1

独 1易 1 1

Jヒ 里 1 l

大 東 文 化 1 1

ト 智 2 6

大 正 1 1

青 山 学 院 1

城 西 1

明 ,台 学 院

実 践 女 子 1

東 洋 2 1 3

法 政 4

大 妻 1

沢駒 1

大  学 現役 過 年 計

釧 路 公 立 1

群馬県立女子 ]

高 山奇経 i斉 4 l

東 京 都 立 1 l

横 浜 市 立 1 1

都 留 文 化 l 1 2

災城県立医療 l 1

者5立 科学技 fll 1 1

長野県立看護 1 1

福 井 県 立 l

計 13 3
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項   日 本年度予身額 前年度予算額 比較 増 減 (△
'

備 考

繰  越  金 240.922 3.674 237.248 前年度繰越金

人  会  金 1、 673.000 1,729,000 ∠ゝ    56,000 239名 ×7,000円

年 会 費 350 000 1 710 000 640,000

昭 2]～ 平 2ま で

50,000× 43学年

20年以前・定 時制

200 000

前年会費未納金 500,000 0 500 000 平成7年度会費未納金

雑 収 入 1,078 752 預金利 子

計 4,765,000 3.443,000 1,322,000

収

平成 8年度 同 窓 会 予 算 書
(平成 8年 9月 1日 から平成 9年 8月 31日 まで)

(単位 :月 )  支  出

平成 7年度 同 窓 会 決 算 書
(平成 7年 9月 1日 から平成 8年 8月 31日 まで)

(中 たヽ:円 ) 支 出

(単位 :円 )

(単 位 :円 )入

決算額

1又入済額 3,407,984円 ― 支出済額 3,167,062円

=次年度繰越 240,922円

,頂   日 本年度予算額 前年度予算額 比較 増 減 (△ ) 考

(週已 官 費 ) (1550.000 11.020.0()() 530 000

会 議 費 120 000 120.000 0 役 員会等

通信 連絡 費 100 000 70 000 30,000 郵便切 手

需  要  費 200.000 200,000 0
慶 弔・ 転 退 職 者

餞 別・消耗 品

人 件  費 1.130,000 630,000 500.000
学校人件費会計へ助成

1藩学創計二百年準備のため,

(「美諄業 費 ) (2580000) 2、 320 000 26(),000

一 般事 業 費 1,600,000 ]、 520,000 80 000
各支部総会各学年

会助成 会報送料
卒 業記 念 費 270.000 200 000 70、 000 記 念 品代

表  彰  費 50 000 0 50.000

会 報 費 300 000 300 000 0 会辛R26号 発行費

特 別 会 言| 360.000 300,000 60 000

同 窓 会 名 簿 作 成

基 金  60,000
藩 学 創 設 三 百年

準 備 金  300,000

(予 備 費 ) 635,000) 103.000 532 000

予  備  費 635,000 103,000 532,000 会費余剰分返済のため

4,765,000 3.443.000 1,322,000セミナー八ウス

項   日 予算現額 決 算 額 増  減  (△ ) 備 考

繰  越  金 3 674 3 674 0 前年 度繰 越 金

入  会  金 1 729 000 1 722 000 ∠ゝ    7.000 7.000円 ×246名

年  会  費 1 710 000 1 349 870 △   360.130
会費  1,591,000
振込み手数1 4,130
i二糸l、金   237、 000

雑 収 入 332.440 332 114
総 会残 金繰 入 れ

預 金利 子

計 3 443 000 3.407.984 △   35,016

項    目 予算現額 決 算 額 i曽  減 (△ ) イ蒲 考

(1垣重 営 費 ) 1,023,000 1,004,336 △18 664

会 議 費 120,000 108.523 ∠` 11 477 各種会議補助

通信 連絡 費 73,000 71 390 Zゝ1,610 通信 費

需  要  費 200,000 194,423 ∠ゝ 5,577 慶弔関係 ll筒 印刷

人  件  費 630,000 630,000 0 学校 人件費会計ヘ

(事 業 費 ) (2、 3900001 (2.162.726 △227.274

一般事業費 1,520,000 1 296 467 ∠ゝ 223 533
各支部総会お祝 旅
費、会報郵送代

卒業 記 念費 270,000 266,259 ∠ゝ 3,741 黒水牛印鑑ケース人

表  彰  費 0 0

会  報  費 3()0.0()0 300,000 会幸R10,000吉
`

計

れ

崚

入

特

繰
300 000 30()0()0 0

名簿作成基金 に積

立て60,000 藩学
創設三百年準備金

に積立て240.000

(予 備 費 ) 30 000 ( 0 △300()())

予  備  費 30,000 0 ∠ゝ30,000

=「

3 3.167,062 ∠ゝ 275,938

特  別  会  言| 前 年 度 末 残 預 金 本」 子 本年度積立金 本年 度 末残 高

同 窓 会 名 簿 作 成 基 金 249,649 1 627 60 000 311 276

藩 学 創 設 三 百 年 準 備 金 2,428,113 39,55J 240 000 707 667

参  考 年 会 費 前 納 内 訳 表 (単位 :千円)

年   度 8 9 1( 11 1 13 14 15 17 18 21

金   額 529 138 70 4 37 1] 4 4 4 1 2 1 426

監査 の結果上記 の とお り相違 ない ことを認 め ます。

平成 8年 9月 6日

同窓会監事 橋  本

加  藤

金

桂 吉

敏 夫

啓一郎

①

①

①



第 26号 米 沢 興 譲 館 同 窓 会 会 報 平成 9年 8月 6日 (8)

米1沢1興1譲1館1同1窓1会1支書F役1員

◎米沢支部 連絡先 〒992-14 米沢市大学笹野1101    ◎置賜地区県職員同窓会 連絡先 〒992米沢市金池東南置
米沢興譲館高等学校 80238(38)4741           賜合同庁舎 ●0238(24)2311

支 部 長 高橋忠蔵                  _ 支 剖
`長
 佐藤 完 〒992米沢市御廟2-7-13

副支部長 相田英 一大友恒則             ≡      60238(23)2851
監  事 奥山 徹・安達治雄             ≡ 幹 事 長 高橋恵史
斡 事 長 小関 薫                 ≡ ◎高畠支部
事務局長 遠藤岩根                  ≡ 支 部 長 登坂捷一
◎東京支部                       =       〒992-03 東置賜郡高畠町高畠2152-23
支 部 長 小森力雄                 ≡      容0238(52)0017
副支部長 磯貝昌弘。後藤主計             ≡ 副支部長 梅津伊兵衛
幹 事 長 月生田健                  ≡ 幹 事 長 鈴木征治
副幹事長 梅津誠二郎・吉田仁志            ≡ 事務局長 連絡先 金円成康 高畠HT役場内

板垣昭次・五雲寺卓・川井陽一        三       80238(52)1111
連 絡 先 〒111 東京都台東区今戸1-15-3      ≡ ◎赤湯支部

磯貝合金巾 容03(3875)8211        ≡ 支 部 長 須藤清次 〒999-22 南陽市赤湯3005
FAX 03(3875)8213        ≡       80238(43)6111

◎関西支部                       ≡ 副支部長 伊藤幸大・外山善夫
支 部 長 斎藤秀古                  ≡ 事務局長 連絡先 高橋順一
副支部長 山本三郎・大石 彰。川合雄介        ≡       〒999-22 南陽市二色根76-1
幹 事 長 大槻正重                  ≡ ◎宮内支部 連絡先 992-04 南陽市官内3010-10
事 務 局 連絡先 勝見哲朗              ≡      吉田文雄 80238(47)2706

〒537 大阪府東城区東今里2-15-30    ≡ 支 部 長 佐藤 稔
サン美術印刷田 806(976)0231 ≡ 副支部長 川合悌次郎・星 清一

◎官城支部 連絡先 中條 仁              ≡ 幹 事 長 吉田文雄
〒983仙台市宮城野区二十人町6        ≡ 監  事 高橋正夫
容022(291)5372              ≡ ◎川西支部 連絡先 〒992-04 東置賜郡川西町ヒ小松

支 部 長 瀬川 耕                 ≡      川西町役場 猪狩文昭 80238(42)2111
副支部長 中條 仁・白石善次郎・芳賀滋弥       ≡ 支 割

`長
 遠藤忠志

幹  事 岩田清隆・相円音吉・林 一郎・小林令児・ ≡      〒999-o2東置賜利
`川

西町尾長島1211

香坂昌紀・大武清夫・猪俣良市・御供政敏・ ≡      80238(42)4121
森ド和夫・熊坂 仁・山水 忍・鈴木利美・ ≡ 副支部長 鈴木 弘
和田美和子・矢尾板範子           ≡ 監  事 船山昭司・嶋津憲英

◎山形支部                       ≡ 幹 事 長 猪狩文H召
支 部 長 高野健男 .〒 990山形市平清水75-9     ≡ 事務局長 島貫啓一・後藤哲雄・大友勝治
80236(22)1657              ≡ ◎長井西置賜支部 連絡先 〒993 長井市館町北6-16

副支部長 高橋淳―・堤 孝雄・斉藤 真・      ≡      市民会館前 渡部秀一司法書士事務所
幹 事 長 二瓶 功                 ≡      80238(84)2368 FAX 0238(84)2373
副幹事長 船山光文・安部 敏             ≡ 支 部 長 夕ヽ田 陽 〒993長井市栄町]1-17
監  事 安藤隆夫・岩沼 甫             ≡       80238(84)2004
事 務 局 〒99011形市緑町1-2-40         ≡ 副支部長 井上俊雄・芳賀康雄
80236(42)2538              ≡ 代表幹事 今井慎吾

◎青森支部 連絡先 〒030-02 青森市大野前田76-25  ≡ 事務局長 渡部秀一
青森県立つくしが丘病院長 後藤 昭    ≡ ◎小国支部 連絡先 〒999-13西 置賜郡小国町小坂Frl-16
80177(39)1596              ≡       渡部建築事務所 渡部君夫 80238(62)2412

支 部 長 後藤 昭                  ≡  支 部 長 高井朋次 〒992-12西置賜郡小国町市野 3々89
事務局長 後藤 昭                  ≡        80238(65)2006

三 副支部長 阿部 正・木村信夫
◎山形県庁教育委員会職員同窓会             ≡ 幹 事 長 渡部君夫
会  長 長尾良彦 〒990 山形市大字陣場3-12-52 ≡ ◇興譲館同窓会校内役員
80236(84)7348             ≡ 理  事 中村直資 (教頭)・ 島貫祐輔・小林伸也・本間

副 会 長 吉田賢治・小関克二             ≡      梢・樋口 隆
幹 事 長 近野久左衛門                ≡ 監  事 佐藤広行。小野寺孝二・佐藤美枝子
幹  事 鈴木和也・小野庄士・小関敏彦・相澤栄司・ ≡ 会誌編集委員 岸 順―・森綱 ―郎・高野 譲・

佐藤大顕・山本由義・下條邦彦・島貫克彦・       平山茂夫・小関 薫・木村琢実・相田治孝・
高橋基之                         遠藤岩根


